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平
成
十
七
年
初
夏
、
古

書
即
売
会
の
カ
タ
ロ
グ
中

に
『
不
木
句
集
』
を
見
付

け
注
文
し
た
と
こ
ろ
幸
い

入
手
で
き
た
。

　

句
集
は
私
家
版
、
帙
入

り
、
布
地
は
紺
色
。
縦
横
そ
れ
ぞ
れ
が
24
、
14
セ
ン
チ
の
縦
長
。
本

誌
は
帙
と
ほ
ぼ
同
寸
和
綴
。
袋
状
と
な
っ
て
い
る
。
全
57
ペ
ー
ジ
。

　

表
紙
の
次
に
、
書
斎
で
寛
ぐ
小
酒
井
不
木
の
和
服
姿
の
写
真
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
い
で（
は
し
が
き
）に
国
枝
史
郎
が
、次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

〈
故
小
酒
井
博
士
が
多
能
多
趣
味
の
人
で
あ
ら
れ
た
こ
と
は
世
間
周

知
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
俳
句
に
も
趣
味
を
持
た
れ
多
く
の
名
句
を

詠
ま
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
蒐
め
ま
し
た
も
の
は
そ
の
一
部
で
あ
り
ま

す
。
端
的
に
率
直
に
自
己
を
表
現
す
る
文
学
と
し
て
、
俳
句
ほ
ど
適

切
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
十
七
字
の
中
に
作
者
の
人
生
観
、
社
会

観
宇
宙
観
を
盛
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
す
。
こ
の
集
を
読
む
こ
と

に
よ
っ
て
私
は
故
博
士
の
面
影
を
新
し
く
思
ひ
出
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
高
朗
に
し
て
飄
逸
で
あ
っ
た
俤
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

手
向
句

　
　
　
　

鶴
立
ち
て
後
に
抜
毛
も
な
か
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
枝
史
郎
〉

　

日
付
は
昭
和
四
年
五
月
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
ペ
ー
ジ
に
は
「
不
木
」
と
朱
印
の
落
款
が
あ
る
。

　

続
い
て
不
木
句
集　

目
次

　

春
（
一
頁
）、
夏
（
一
六
）、
秋
（
三
〇
）、
冬
（
四
一
）、
短
句

（
五
一
）
と
分
か
れ
、句
に
は
各
々
上
段
に
季
語
が
付
記
、春
六
三
句
、

夏
六
二
、
秋
四
五
、
冬
四
〇
、
短
句
二
六
が
掲
載
。

『
不ふ

木ぼ
く

句
集
』
に
つ
い
て

湯

本

明

子
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そ
の
年
の
八
月
中
旬
、
不
木
を
追
っ
て
海
部
郡
蟹
江
町
歴
史
民
俗

資
料
館
を
訪
ね
た
。
そ
の
折
、
そ
こ
で
入
手
し
た
『
年
報
』（
平
成

十
五
年
度
の
歩
み
を
ま
と
め
た
第
二
十
五
冊
、平
成
十
七
年
三
月
刊
）

に
掲
載
さ
れ
た
小
酒
井
不
木
の
経
歴
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

　

小
酒
井
不
木
、
本
名
光
次
（
み
つ
じ
）。

　

明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
十
月
八
日
、
愛
知
県
海
東
郡
新
蟹
江

村
（
現
海
部
郡
蟹
江
町
）
小
酒
井
半
兵
衛
の
長
男
と
し
て
出
生
。

　

彼
の
父
は
村
長
や
郡
会
議
員
も
勤
め
た
、
地
元
で
も
有
数
の
大
地

主
で
あ
っ
た
。
自
伝
で
は
「
何
の
特
色
も
な
い
と
こ
ろ
に
生
れ
た
ご

く
ご
く
平
凡
な
男
」
と
自
己
評
価
し
て
い
る
が
、
そ
れ
と
は
裏
腹
に

幼
少
の
折
よ
り
非
凡
な
性
質
を
発
揮
し
、
周
囲
か
ら
も
大
地
主
の
息

子
と
し
て
何
事
に
も
特
別
扱
い
さ
れ
、
同
年
の
子
供
と
遊
ぶ
よ
り
近

く
の
寺
で
大
人
を
相
手
に
「
地
獄
極
楽
物
語
」
を
創
作
し
、
説
法
し

て
い
た
と
い
わ
れ
、
後
の
作
家
と
し
て
の
素
質
の
一
端
が
、
こ
の
頃

か
ら
見
受
け
ら
れ
る
。

　

明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
四
月
、新
蟹
江
尋
常
小
学
校
に
入
学
。

　

普
通
よ
り
二
年
早
く
入
学
し
た
の
は
、
毎
日
の
よ
う
に
学
校
へ
遊

び
に
来
て
い
た
光
次
と
親
し
く
な
っ
た
校
長
が
、「
坊
や
学
校
が
好

き
か
」
と
の
問
い
に
「
早
く
一
年
生
に
な
り
た
い
」
と
答
え
、
入
学

と
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

当
時
は
政
府
が
就
学
に
つ
い
て
特
別
に
力
を
入
れ
て
い
た
時
だ
っ

た
の
で
、
こ
ん
な
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
、
蟹
江
尋
常
高
等
小
学
校
に
入
学
。

　

二
年
後
、
愛
知
県
立
第
一
中
学
校
に
入
学
。

　

そ
の
三
年
後
父
親
が
死
亡
し
た
た
め
、
学
校
を
中
退
し
地
元
の
役

場
に
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
当
時
「
マ
ラ
ソ
ン
校
長
」
と

言
わ
れ
た
日
比
野
寛
校
長
は
、
開
校
以
来
の
秀
才
ぶ
り
で
、
常
に
首

席
を
通
し
た
彼
の
才
能
を
見
込
ん
で
母
親
を
説
得
し
、
引
き
続
き
勉

学
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　

明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
三
月
、
愛
知
一
中
を
首
席
で
卒
業
後

京
都
の
旧
制
第
三
高
等
学
校
へ
入
学
。

　

こ
の
時
母
テ
ツ
は
大
反
対
だ
っ
た
が
、
む
し
ろ
父
半
兵
衛
の
後
を

継
い
で
大
地
主
小
酒
井
家
の
当
主
と
な
る
こ
と
を
望
ん
だ
が
、
こ
の

時
も
日
比
野
校
長
が
テ
ツ
を
必
死
に
説
得
し
、
進
学
可
能
と
な
っ
た

と
い
う
。

　

蟹
江
を
離
れ
た
不
木
は
こ
の
こ
と
か
ら
、
母
に
遠
慮
し
最
低
限
の

送
金
を
受
け
る
だ
け
の
慎
ま
し
い
生
活
を
送
っ
た
よ
う
だ
。

　

京
都
三
高
で
は
一
年
後
輩
の
古
畑
種
基
（
後
の
科
学
警
察
研
究
所

長
）
と
知
り
合
う
こ
と
と
な
る
。

　

明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
、
京
都
三
高
を
首
席
で
卒
業
、
今
回

も
母
の
反
対
に
遭
う
が
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
に
入
学
。

　

本
郷
弥
生
町
の
学
生
下
宿
で
も
慎
ま
し
い
生
活
の
な
か
、
参
考
書

代
を
稼
ぐ
た
め
、
京
都
の
日
出
新
聞
社
へ
『
あ
ら
浪
』
と
題
し
た
小

説
を
売
り
込
ん
だ
。

　

東
京
帝
大
で
も
首
席
を
続
け
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
、
同
大
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学
院
へ
進
み
、
生
理
学
・
血
清
学
を
専
攻
し
研
究
に
没
頭
し
た
。

　

こ
の
頃
、
海
部
郡
神
守
村
（
現
津
島
市
）
の
素
封
家
、
鶴
見
楽
太

郎
の
長
女
で
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
に
在
学
し
て
い
た
鶴
見
久

枝
と
知
り
合
い
（
不
木
の
熱
烈
な
一
目
ぼ
れ
と
い
う
）、
大
正
四
年

一
月
、
帝
大
教
授
永
井
潜
の
媒
酌
に
よ
り
結
婚
。

　

こ
の
結
婚
に
は
母
も
大
賛
成
だ
っ
た
よ
う
で
、
こ
れ
を
機
に
小
酒

井
家
の
主
と
し
て
蟹
江
に
戻
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
の
期
待
が
あ
っ
た

が
、
二
人
の
結
婚
の
前
に
亡
く
な
り
、
そ
の
期
待
は
実
現
す
る
こ
と

な
く
終
っ
た
。

　

大
正
四
年
六
月
、
不
木
は
永
井
教
授
の
紹
介
で
『
生
命
神
秘
論
』

を
洛
陽
社
か
ら
出
版
、
医
学
研
究
者
と
し
て
の
著
作
活
動
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
そ
う
し
た
旺
盛
な
研
究
活
動
は「
永
井
博
士
以
上
の
天
才
」

と
の
評
価
を
得
、
医
学
者
と
し
て
の
彼
の
将
来
は
前
途
洋
々
た
る
も

の
に
思
わ
れ
た
。

　

し
か
し
こ
の
年
の
十
二
月
突
然
の
悲
劇
が
彼
を
襲
う
。“
肺
炎
”

を
病
み
妻
と
離
れ
て
、
片
瀬
海
岸
で
療
養
生
活
を
始
め
る
こ
と
と

な
っ
た
。
当
時
の
医
学
で
は
絶
望
的
な
状
況
で
あ
っ
た
闘
病
生
活
の

中
で
、
探
偵
小
説
の
萌
芽
と
も
思
わ
れ
る
「
想
像
は
創
造
で
あ
る
。

自
分
は
創
造
的
な
科
学
の
預
言
者
で
あ
り
た
い
」
と
の
記
述
が
な
さ

れ
て
い
る
。

　

半
年
ほ
ど
の
療
養
で
健
康
を
回
復
し
た
不
木
は
、
大
学
院
で
の
研

究
生
活
に
復
帰
、
研
究
実
績
が
認
め
ら
れ
て
大
正
六
（
一
九
一
七
）

年
十
月
、
二
十
七
歳
の
若
さ
で
東
北
帝
大
助
教
授
を
拝
命
。

　

同
時
に
ア
メ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
衛
生
学
研
究
の
た
め
留
学
。

　

横
浜
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
向
か
っ
て
出
航
。
ア
メ
リ
カ
の

ボ
ル
チ
モ
ア
の
病
院
で
研
修
。

　

翌
年
三
月
に
は
探
偵
小
説
家
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
の
墓
参

を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
で
血

清
学
と
都
市
衛
生
学
に
取
り
組
ん
だ
。

　

大
正
八
年
六
月
、
不
木
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
研
究
活
動

の
場
を
移
し
た
。

　

し
か
し
無
理
な
研
究
が
た
た
り
ロ
ン
ド
ン
で
喀
血
。
ブ
ラ
イ
ト
ン

海
岸
で
療
養
中
、
イ
ギ
リ
ス
の
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
の
作
品
に
接
し
、

探
偵
小
説
の
世
界
へ
と
傾
斜
し
て
い
っ
た
。

　

後
の
『
文
学
随
筆
』
に
述
べ
て
い
る
が
、「
事
件
解
決
」
と
「
治

療
解
明
」
に
は
視
察
力
と
想
像
力
が
必
要
で
、
探
偵
小
説
を
読
む
こ

と
は
、
自
分
の
研
究
に
も
役
立
つ
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
。

　

そ
の
後
小
康
を
得
て
ロ
ン
ド
ン
に
帰
っ
た
あ
と
、
パ
リ
の
パ
ス

ト
ゥ
ー
ル
研
究
所
に
席
を
置
い
た
が
、
再
度
喀
血
し
た
。

　

そ
の
年
八
月
、
再
び
小
康
を
得
た
の
で
、
マ
ル
セ
イ
ユ
経
由
で
帰

国
の
途
に
着
き
十
一
月
神
戸
に
。

　

彼
が
帰
国
す
る
と
の
こ
と
で
、
十
月
東
北
帝
大
教
授
の
辞
令
が
出

て
い
た
が
、
全
快
し
て
い
な
い
た
め
任
地
に
赴
く
こ
と
な
く
、
妻
の

郷
里
の
神
守
村
で
療
養
。

　

大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
九
月
、
医
学
博
士
の
学
位
が
贈
ら
れ
た
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が
、
療
養
生
活
を
続
け
任
地
へ
一
度
も
赴
く
こ
と
な
く
辞
任
し
た
。

　

著
作
『
闘
病
術
』
は
、
医
学
者
、
結
核
患
者
と
し
て
自
ら
の
体
験

を
生
か
し
た
も
の
で
、
患
者
の
立
場
に
立
っ
た
書
物
と
し
て
、
当
時

の
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。

　

不
木
は
妻
の
郷
里
で
療
養
し
な
が
ら
、
大
正
九
年
『
学
者
気
質
』

と
い
う
随
筆
を
新
聞
に
連
載
、
以
後
欧
米
の
探
偵
小
説
を
紹
介
。

　

そ
れ
に
よ
り
当
時
雑
誌
『
新
青
年
』
を
、
探
偵
小
説
的
な
も
の
に

と
構
想
し
て
い
た
編
集
長
森
下
雨
村
と
交
流
が
始
ま
り
、
大
正
十
二

年
に
な
る
と
病
気
が
や
や
回
復
。

　

名
古
屋
市
御
器
所
町
北
丸
屋
に
住
居
を
新
築
、
本
格
的
な
執
筆
活

動
が
始
ま
っ
た
。

　

大
正
十
三
年
『
真
夏
の
惨
劇
』
以
降
は
、
小
酒
井
不
木
と
い
う
ペ

ン
ネ
ー
ム
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
由
来
に
つ
い
て
、
彼
の

著
作
に
は
ま
っ
た
く
記
述
が
な
い
が
、
蟹
江
町
の
後
藤
道
政
に
宛
て

た
書
簡
の
中
で
、「
不
」
の
字
に
頭
を
付
け
る
と
「
木
」
の
字
と
な

り
、
つ
ま
り
「
不
」
は
頭
を
引
っ
こ
め
た
貌
（
か
た
ち
）、「
木
」
は

頭
を
出
し
た
形
で
あ
る
と
の
こ
と
で
、
医
学
者
と
し
て
小
説
家
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
期
待
さ
れ
て
い
た
不
木
の
意
気
込
み
が
感

じ
ら
れ
る
。
こ
の
雅
号
は
、
中
学
生
時
代
に
漢
文
の
中
で
見
付
け
た

も
の
を
、
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

そ
し
て
こ
れ
以
後
、
多
く
の
同
じ
探
偵
小
説
家
と
の
交
流
も
活
発

と
な
っ
た
。

　

そ
の
一
人
、
後
の
大
作
家
、
江
戸
川
乱
歩
と
の
出
会
い
は
、
大
正

十
一
年
に
乱
歩
が
「
新
青
年
」
に
応
募
し
た
『
二
銭
銅
貨
』
に
つ
い

て
雨
村
か
ら
欧
米
の
翻
訳
物
で
は
な
い
か
と
の
問
い
合
わ
せ
に
よ
り

乱
歩
の
作
品
に
接
し
て
彼
を
絶
賛
し
、
推
薦
文
を
書
い
た
こ
と
か
ら

始
ま
っ
た
。

　

ま
だ
本
格
的
な
探
偵
小
説
が
誕
生
し
て
い
な
い
時
代
、
探
偵
小
説

の
将
来
に
不
安
の
あ
る
乱
歩
に
、
そ
れ
で
生
計
を
立
て
る
こ
と
を

勧
め
た
不
木
。
そ
し
て
乱
歩
も
医
学
研
究
書
の
執
筆
や
ド
イ
ル
や

ド
ゥ
ー
ゼ
な
ど
の
翻
訳
活
動
が
中
心
だ
っ
た
不
木
に
、
熱
心
に
創
作

を
勧
め
る
こ
と
と
な
り
、
二
人
の
交
流
は
日
々
深
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
の
後
、
そ
の
豊
富
な
医
学
・
科
学
的
な
知
識
と
犯
罪
心
理
を
描

写
し
た
内
容
の
『
人
工
心
臓
』
は
、
日
本
に
お
け
る
最
初
の
純
Ｓ
Ｆ

小
説
と
し
て
名
高
い
作
品
で
あ
る
。

　

一
方
、
少
年
が
事
件
を
科
学
的
な
知
識
で
解
決
し
て
い
く
、
少
年

探
偵
小
説
『
紅
色
ダ
イ
ヤ
』
な
ど
発
表
、
広
い
層
の
フ
ァ
ン
を
得
る

こ
と
と
な
っ
た
。
代
表
作
品
に
は『
恋
愛
曲
線
』『
疑
問
の
黒
枠
』『
印

象
』
な
ど
が
あ
る
。

　

昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
は
『
竜
門
党
異
聞
』
が
帝
国
劇
場
で

上
演
さ
れ
、十
一
月
に
は
不
木
の
提
唱
に
よ
り
合
作
組
合
「
耽
綺
社
」

を
江
戸
川
乱
歩
、
長
谷
川
伸
、
土
師
清
二
、
国
枝
史
郎
ら
新
進
作
家

と
結
成
す
る
な
ど
、
新
た
な
取
組
も
行
な
っ
て
い
る
。

　

昭
和
初
年
頃
、
弟
子
の
岡
戸
武
平
に
「
遊
び
半
分
の
句
会
を
や
ろ

う
じ
ゃ
な
い
か
、
仲
間
を
集
め
て
く
れ
」
と
の
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
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会
は
、
不
木
書
斎
の
扁
額
「
拈
華
微
笑
」（
仏
教
用
語
で
以
心
伝
心

の
意
味
）
か
ら
、
彼
が
「
拈
華
微
笑
」（
ね
ん
げ
句
会
）
と
名
付
け

た
も
の
で
、
今
も
名
古
屋
地
方
の
、
文
人
名
士
の
俳
句
愛
好
者
の
集

い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
時
諦
め
て
い
た
医
学
分
野
で
も
、
昭
和
三
年
自
宅
の
空
き
地
に

研
究
所
を
建
て
血
清
の
研
究
も
再
開
し
た
。

　

し
か
し
無
理
が
た
た
っ
た
の
か
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
三
月

二
十
七
日
に
風
邪
で
発
熱
、
病
状
が
悪
化
。

　

昭
和
四
年
四
月
一
日
、
急
性
肺
炎
に
よ
り
、
惜
し
ま
れ
つ
つ

三
十
九
歳
で
逝
去
。

　

死
後
、
不
木
と
交
友
関
係
に
あ
っ
た
江
戸
川
乱
歩
、
岡
戸
武
平
ら

の
手
で
不
木
の
遺
作
を
編
集
し
た
『
小
酒
井
不
木
全
集
』
が
発
刊
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
乱
歩
、
武
平
ら
は
か
つ
て
不
木
か
ら
受
け
た
恩

も
あ
り
、
遺
族
が
全
集
の
印
税
で
生
活
出
来
る
よ
う
に
尽
力
し
た
。

　

不
木
全
集
は
昭
和
四
年
に
全
八
巻
が
当
初
出
版
、
そ
の
後
増
巻
さ

れ
、
全
十
七
巻
と
い
う
未
曾
有
の
大
全
集
と
な
っ
た
。

　

次
に
「
不
木
句
集
」
の
内
容
を
少
し
紹
介
し
て
み
た
い
。

　

春　
　

初　

陽　
　

恭
し
く
雲
整
ひ
て
初
陽
か
な

　
　
　
　

初
東
風　
　

初
東
風
や
乳
母
す
こ
や
か
に
箸
を
と
る

　
　
　
　

餘　

寒　
　

ね
こ
ろ
び
て
読
む
に
は
早
き
餘
寒
哉

　
　
　
　

春　

宵　
　

千
金
の
子
の
惜
し
み
け
り
春
の
宵

　
　
　
　

暮　

春　
　

ゆ
く
春
を
亡
命
客
と
語
り
け
り

　

立
春
の
あ
と
の
寒
さ
は
、
ゆ
っ
た
り
と
寝
転
ん
で
読
書
す
る
に
は

間
が
あ
る
。
暮
春
に
語
り
合
っ
た
亡
命
客
と
は
誰
だ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　

陽　

炎　
　

陽
炎
や
笑
ふ
ご
と
く
に
鬼
瓦

　
　
　
　

朧　

月　
　

ぬ
き
足
の
背
戸
を
あ
く
れ
ば
朧
月

　
　
　
　

水
温
む　
　

読
み
か
け
し
八
犬
伝
や
水
ぬ
る
む

　
　
　
　

春　

愁　
　

春
愁
や
か
き
む
し
り
た
き
帯
の
下

　

鬼
瓦
も
か
げ
ろ
う
に
は
、
面
が
緩
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う
。
春
の
到
来

は
浮
き
う
き
と
華
や
ぐ
反
面
、
何
と
な
く
も
の
憂
く
な
り
、
手
の
届

か
ぬ
焦
燥
感
も
内
に
抱
え
込
む
。

　
　
　
　

花　
　
　
　

花
の
坂
肥
満
の
友
と
の
ぼ
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
坊
主
も
来
て
く
る
ひ
け
る
花
見
哉

　
　
　
　

蒲
公
英　
　

蒲
公
英
や
人
魂
出
る
と
き
く
屋
敷

　

桜
花
の
坂
道
と
、
肥
満
の
友
人
と
の
対
比
が
楽
し
い
。
花
の
下
、

積
も
っ
た
日
頃
の
鬱
憤
も
晴
ら
し
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

夏　
　

雷　
　
　
　

垂
れ
さ
が
る
蜘
蛛
た
ゆ
た
ふ
や
遠
雷
す

　
　
　
　

夕　

立　
　

夕
立
や
三
味
線
か
つ
ぐ
旅
芸
人

　
　
　
　

夏
の
風　
　

ふ
る
郷
に
脚
気
癒
え
た
り
夏
の
月

　
　
　
　

夏
の
水　
　

う
は
言
の
や
う
に
舟
打
つ
夏
の
水

　
　
　
　

青　

田　
　

嫁
入
の
荷
も
吹
か
る
る
や
青
田
風

　

遠
雷
に
い
ち
早
く
反
応
す
る
蜘
蛛
。
急
の
夕
立
に
旅
芸
人
の
慌
て

ふ
た
め
く
様
子
。
水
郷
の
故
里
、
舟
べ
り
を
打
つ
音
を
う
わ
ご
と
と

感
じ
た
の
は
、
自
身
病
ん
で
い
た
頃
か
。

　
　
　
　

天
瓜
粉　
　

潮
風
や
父
も
手
伝
ふ
天
瓜
粉
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蚊　
　
　
　

俳
論
の
尽
き
ず
薮
蚊
を
叩
き
け
り

　
　
　
　

桐
の
華　
　

故
郷
や
母
の
背
中
に
桐
の
は
な

　
　
　
　

時　

鳥　
　

駒
形
や
ふ
り
か
へ
り
み
る
時
鳥

　

逃
げ
足
早
い
風
呂
上
り
の
子
と
の
、
微
笑
し
い
光
景
。
時
を
忘
れ

て
の
論
客
達
は
、
薮
蚊
に
は
格
好
の
対
象
。
ふ
る
さ
と
、
母
、
そ
し

て
う
す
紫
の
桐
の
花
、
懐
か
し
い
風
景
が
広
が
る
。
ほ
と
と
ぎ
す
の

句
は
、
高
尾
の
〈
君
は
今
駒
形
あ
た
り
時
鳥
〉
を
思
い
出
す
。

　

秋　
　

夜　

寒　
　

脛
う
ち
て
痛
き
に
叫
ぶ
夜
寒
哉

　
　
　
　

秋
の
暮　
　

狂
い
女
の
口
ば
た
の
血
や
秋
の
暮

　
　
　
　

稲　

妻　
　

稲
妻
や
夢
遊
病
者
の
屋
根
伝
ひ

　
　
　
　

新　

藁　
　

新
藁
の
陰
に
声
あ
り
か
く
れ
ん
ぼ

　
　
　
　

秋
の
灯　
　

春
信
や
裾
野
ち
ら
つ
く
秋
と
も
し

　

当
時
、
こ
う
し
た
狂
女
が
徘
徊
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
も
凄

み
の
あ
る
句
。
鈴
木
春
信
の
極
彩
色
の
錦
絵
の
な
ま
め
か
し
さ
。

　
　
　
　

虫　
　
　
　

銭
湯
の
や
う
や
く
果
て
て
虫
の
声

　
　
　
　

秋　

草　
　

秋
草
に
寝
犬
と
見
し
は
人
の
子
よ

　
　
　
　

西　

瓜　
　

村
芝
居
西
瓜
を
喰
ひ
て
別
れ
け
り

　

日
常
の
何
気
な
い
風
景
が
、
虚
飾
な
く
詠
ま
れ
て
い
る
。

　

冬　
　

冬
の
夜　
　

冬
の
夜
を
職
業
婦
人
な
ど
の
来
て

　
　
　
　

冬
の
雨　
　

冬
雨
や
鋪
石
に
う
つ
る
高
足
駄

　
　
　
　

霰　
　
　
　

前
掛
に
う
け
し
霰
を
見
せ
に
け
り

　
　
　
　

冬
の
月　
　

落
語
家
の
俥
や
木
戸
の
冬
の
月

　
　
　
　

寒　

詣　
　

星
一
つ
西
に
す
べ
り
ぬ
寒
詣

　

冬
の
夜
、
訪
ね
て
き
た
職
業
婦
人
と
は
、
ど
の
よ
う
な
職
種
の
人

な
の
か
。
近
頃
で
は
あ
ま
り
見
掛
け
な
い
霰
だ
が
、
前
掛
に
受
け
て

見
せ
に
き
た
の
は
、
女
の
子
だ
ろ
う
か
。

　

短　
　

句　
　
　
　

心
中
の
記
事
に
気
の
は
ず
む
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　

蝮
出
そ
う
な
茂
り
な
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

汽
車
の
と
ほ
り
し
あ
と
を
鳴
く
雁

　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
咲
爺
を
や
と
ひ
た
き
冬

　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
い
襷
が
豆
腐
屋
を
よ
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
帆
が
一
つ
暮
れ
の
こ
る
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　

義
歯
の
せ
て
あ
る
鏡
台
の
隅

　
　
　
　
　
　
　
　
　

卵
の
殻
に
親
の
顔
か
く

　

短
句
と
は
、
連
歌
、
連
句
な
ど
で
短
歌
の
下
句
に
相
当
す
る
一
四

音
の
句
。
こ
の
短
句
は
、
不
木
が
、
時
折
木
下
杢
太
郎
氏
等
と
共
に

試
み
た
連
句
の
面
影
を
偲
び
、
彼
独
特
の
異
彩
を
窺
う
べ
く
附
載
し

た
よ
う
だ
。

　

巻
末
に
石
田
元
季
が
〈
故
人
の
句
稿
手
控
な
ど
か
ら
、
こ
の

二
百
十
句
を
抄
録
し
、
大
体
、
時
候
、
天
文
、
地
理
、
人
事
、
動
物
、

植
物
の
順
に
序
列
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
那
須
茂
竹
氏
の
示
教
に

よ
り
て
、
次
第
を
定
め
遺
ち
た
る
を
補
ひ
就
正
の
句
を
載
せ
る
こ
と

を
得
ま
し
た
。（
中
略
）〉。
日
付
は
昭
和
四
年
五
月
二
十
日
。

　

不
木
は
同
年
四
月
一
日
病
没
ゆ
え
、
死
去
間
も
な
い
時
期
に
、
句

集
が
編
ま
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

　

残
念
な
が
ら
奥
付
が
な
く
、
発
行
者
（
所
）
名
、
発
行
年
月
日
、
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編
者
名
な
ど
の
記
述
が
な
い
。

　

な
お
以
前
蟹
江
町
歴
史
民
俗
資
料
館
を
訪
ね
た
折
、
中
日
新
聞
の

切
り
抜
き
を
手
に
し
た
。（
平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
五
日
付
）

　

そ
れ
に
は
同
資
料
館
が
不
木
の
残
し
た
自
作
俳
句
の
控
え
帖
『
折

折
草
』
を
新
た
に
入
手
し
た
、
と
あ
る
。

　

多
才
な
不
木
の
一
面
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
話
題
を
読
ん

で
い
る
、
と
。

　

そ
の
『
折
折
草
』
は
、
和
紙
を
閉
じ
た
Ｂ
６
版
ほ
ど
の
大
き
さ

の
控
え
帖
で
、
七
十
四
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
、
不
木
自
作
の
俳
句

二
百
九
十
句
余
が
自
筆
で
書
き
留
め
ら
れ
て
い
て
、
未
発
表
の
句
も

多
い
と
い
う
。

　

い
つ
か
機
会
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
も
紹
介
し
た
い
。

　

彼
の
俳
句
作
家
と
し
て
の
句
域
も
、
更
に
広
が
る
こ
と
だ
ろ
う
。

（
ゆ
も
と
あ
き
こ
）

木 不 井 酒 小
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